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場所：岡山国際サーキット （岡山県） 1 周 3.703 ㎞  

天候：晴れ / コース：ドライ / 気温：23℃ / 路温：32℃ / 観客動員数：9,600 人 

４番グリッド確保 

２０１６年 SUPER GT シリーズは、ここ岡山国際サーキットで例年通り第１戦を迎えた。今シーズン

も昨年よりさらに熟成された SUBARU BRZが投入され、チームはこの素晴らしいマシンのポテンシャ

ルを最大限引き出すべく、井口卓人と山内英輝の二人で１年間を戦う。 

空は晴れ渡り雨の心配もなく、予選が始まる頃には気温も２３℃とこの時季としては暖かい。 

 

 

４月９日（土）  

＜公式予選 Q１/ １４：５０～１５：０５＞ 

ノックダウン方式での予選がスタート。１５分間のセッション（Q１）の

上位１４位までが次のQ２予選に進める。今シーズン最初のアタック

は山内が受け持ち、計測３周目、１分２６秒５６０までタイムを上げ、

Q１をトップで通過する。先々週にアクシデントで肋骨を痛め周囲が

心配していたが、誰をも安心させる素晴らしいアタックであった。 

 

２０１６ AUTOBACS SUPER GT Ｒｏｕｎｄ １ 

 OKAYAMA GT ３００㎞ RACE 

２０１６年４月９日（土）～４月１０日（日） 

予選 レポート 
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＜公式予選 Q２/ １５：３５～１５：４７＞ 

井口が担当し、開始から１分待ってコースイン。徐々にタイヤを温

め、計測３周目に渾身のアタックで１分２５秒８７５のコースレコード

更新するタイムを出すが、ポールポジションには届かず４位で予選

を終える。なお、GT５００クラスのポールポジションは＃３７ KeePer 

TOM’S RC F が、GT３００クラスは＃２５ VivaC ８６ MC が獲得し

た。 

 

 

 

二人のドライバーとも素晴らしいアタックをしてくれました。２列目か

らのスタートは全く問題ありません。初戦とあって他車の実力がま

だまだつかみきれていませんが、出来る限りの対応を施し、決勝に

臨みたいと思います。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

予選の詳細に関しては ＳＵＰＥＲ ＧＴホームページ https://supergt.net/  、 

またＳＵＢＡＲＵモータースポーツニュース http://www.subaru-msm.com/2016/sgt/ もご覧ください  

 

 

                                                 

２０１６年４月９日 

ＳＵＢＡＲＵ ＢＲＺ 

アールアンドデースポーツ 
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